
問合わせ先：（主催）一般社団法人京都府介護福祉士会事務局
　　　　　　〒602-8143 京都市上京区猪熊通丸太町下る仲の町519　京都社会福祉会館2階
　　　　　　電話　：075-801-8060  　FAX：075-801-8083

　

第1日目・第2日目 令和元年8月3日（土）・10日（土）
9:00～17:00

第3日目・第4日目 令和元年8月24日（土）・25日（日）

　佛教大学　二条キャンパス　３階

　佛教大学保健医療技術学部理学療法科　准教授　得丸　敬三　氏
　京都府立大学院生命環境科学研究科　　准教授　鈴木　健二　氏（※3日目のみ）
　

第1日目 •福祉用具と介護福祉士のかかわり方
•介護場面における福祉用具の役割・選定・使用方法
•車いすの分類と特徴、計測、シーティング、操作方法、移乗動作等
•歩行器の分類と特徴、歩行様式
•杖の分類と特徴、計測、歩行様式、介助方法

第2日目 •移乗関連用具　•起居関連用具等

第3日目 •住環境の評価と対策

第4日目 •演習とまとめ：福祉用具と住環境両方視点を入れた演習

　会　員　　26,000円（4日間）
　非会員　　52,000円（4日間）（受講時にご入会されると会員価格になります）

　�４日間とも受講され、「修了認定試験」に合格されると、今後受講される「認定介護福祉士養成研修」の科目
認証となります。

　�別紙申込用紙に必要事項記入し、入金確認書のコピーを添付の上、郵送またはファックスにて下記事務局まで
ご送付ください。

介護福祉士として福祉用具に関する基礎的な知識を習得し支援に活用でき、介護場面
に応じて、福祉用具等を選択し、それらを活用した支援技術を習得し、実践できるよ
うになる。
また、住環境に関する基本的な知識を習得し支援に活用でき、住宅や施設を問わず、
利用者の生活の場となる住環境を評価し、介護場面に応じた改善を提案できるように
求められています。

＜福祉用具と住環境＞
～研修目的～

福祉用具に関する知識を習得して支援に活用することができる力を育成する。
住環境の知識を習得して家族や利用者に改修に関する提案ができる力を育成する。

認定介護福祉士養成研修のご案内
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認定介護福祉士養成研修のご案内

日　　時 第1日目・第2日目 令和元年9月6日（金）・14日（土） 9:00～17:00

場　　所 京都社会福祉会館　3階・第5会議室他

講　　師 社会福祉法人グループリガーレ本部　人材開発研究センター

主任研究員　西村　優子　氏

　講義内容 第1日目 •制度理解
•老年期（高齢期）の理解　認知症の医学的理解
•認知症の人を介護する家族の理解　•リフレクション

第2日目 •パーソンセンタードケアの理解
•他職種との連携について　•事例検討
•認知症の人の最終段階の考え方

受 講 料 会　員　　13,000円（2日間）

非会員　　26,000円（2日間）（受講時にご入会されると会員価格になります）

特　　典 「事前課題」「「事後課題」を提出および認証され２日間とも受講し、「修了認定試験」に
合格されると、今後受講される「認定介護福祉士養成研修」の科目認証となります。

申込方法 �別紙申込用紙に必要事項記入し、入金確認書のコピーを添付の上、郵送またはファックス
にて下記事務局までご送付ください。

介護福祉士として認知症に関する生活支援に必要な医療的知識・技術を習得し実践及び他者に

説明ができ、さらに認知症の方々へのリハビリテーションの重要性やＢＰＳＤを理解し、より

よい対応と適時・適切なケアの実践と介護職員への指導・アドバイスが行うことができ、他職

種連携の必要性が説明・提案できるように求められています。

＜認知症のある人への生活支援・連携＞
～研修目的～

認知症のある人が地域において自立した生活を営めるように実践的な知識と技術を獲得し、
他の介護職への指導および認知症のある人を取り巻く環境を形成する他職種や地域との
連携を通じて支援していける力を獲得する。

問合わせ先：（主催）一般社団法人京都府介護福祉士会事務局
　　　　　　〒602-8143 京都市上京区猪熊通丸太町下る仲の町519　京都社会福祉会館2階
　　　　　　電話　：075-801-8060  　FAX：075-801-8083



認定介護福祉士養成研修のご案内

問合わせ先：（主催）一般社団法人京都府介護福祉士会事務局
　　　　　　〒602-8143 京都市上京区猪熊通丸太町下る仲の町519　京都社会福祉会館2階
　　　　　　電話　：075-801-8060  　FAX：075-801-8083

介護福祉士として人間の心理と行動に関する理論を理解し、説明できるようになることや学習
と欲求・動機づけの理論を学び、支援に応用し、さらに心理的理解や支援の基本的技法を知り、
実践に取り入れることができるように学びます。

＜心理的支援の知識・技術＞
～研修目的～

援助対象者の心理を理解・支援するうえで必要な心理学に関する知識を習得し、
心理的理解と支援の方法を学ぶ。

　日　　時 　

場　　所 　京都社会福祉会館　３階・第5会議室他

講　　師 　日本大学文理学部　教授　内藤　佳津雄　氏

講義内容 　

　

受 講 料 　会　員　　13,000円（2日間）
非会員　　26,000円（2日間）（受講時にご入会されると会員価格になります）

特　　典 　�指定された「事前課題」「事後課題」の提出および２日間とも受講され、「修了認定試験」に合格されると、
今後受講される「認定介護福祉士養成研修」の科目認証となります。

申込方法 　�別紙申込用紙に必要事項記入し、入金確認書のコピーを添付の上、郵送またはファックスにて下記事務局まで
ご送付ください。

第1日目
・

第2日目

令和元年10月11日（金）・12日（土）

9:00～17:00

第1日目 •心理学の基本理解
•自己と他者の心理的理解

第2日目 •学習と動機づけの理解
•心理的支援技法の基礎と実践


